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例(radicalmutation posi ti ve)として、 CNVの4













Radical mutation positive群で、は、 Sicksinus 
syndrome (42% vs 5 0/0) あるいは、房室ブロ
ック (92%vs 27%)の合併(overlap症例)が有
意に多かった。また、安静時の心電図所見では、
Radical mutation positive群において、 PQ時間
(221 vs 179 ms)とQRS幅 (120vs 107 ms)は、
有意に長かった。
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